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''''叫.7月13日、雨ごいの柴り『岳の輯』

が行われました。

長話器かり出尭した臓は、旦で待

つ、出迎えの人びとに引き継がれま

す。そして、ささら踊りの少女や三

酉繭子が加わり、舞いを瞳露しなが

ら刷所地区をー迎。珍しい摂りを見

--------一一-一一一一一------------------------------一一一一一一一一一一一一一一ー.ようと、おおぜいの且物客が訪れま

8月日日には、全国の寡南地域の聞係者が別所神社に集まり 品 zサミット』が行われ iした。
j ます (関連記事12ページ)。 また、 『岳の輔』と 『置サミット』の様子を市政テレビ番 : 岳の臓は、長野冬季オリンピック
組 「ふれあい上田』で取り上げます (関迎記事5ぺーツ)。

:閉会式にも、出品"が決まっています。

一一正面7122.133A(干百百 /回目8人 (+4ω 玄/62.1国人(+62) 世 帯/43.177(+75)
外国人登録者慰/2.357人(+106) 嬰/1.337人 (+64】 女/1.020人(+42) ()は前月比
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し
て
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市
街
地
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発
事
業
が
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月
刊
日
付
け

で
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野
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事
に
よ
り
都
市
計
画
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
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よ
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ロ
こ
の
お
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叩
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指
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11・集の名称 よ毘駅お擁白地区館二種市街地再開発司区業

，，>館行"域面積約2.3ha
，3>施行者よ凶市

14'主な盈0・内容
1駅前広栂面積=約8.800nl
2鶴市計百道路敏和よ温鎌幅員=18-22m、

延長=約2四m

3再開発ピル

第1街区敷地面積約問。00"，
避義面積約12.000nI 
地上6階建曜床面積約12.000nl
周造衝窓範股及び公益纏鍛

'''2街区般地面積約3.000ni'
建築面積約12.000m'
地上6階建唖床面繍約10.000111'
用途商業施股及び駐車場

"3街区敵地面積約100"'
建築百棟約4∞d
地上5階建遜床面構約2.000rrl
用途 南東創値段

一~n ・ l 丙111 ~戸 . E'でh旬、

缶はなるべくつぶして資源回収に出してください。

ご利用ください.ノ
公共施設案内・予約システム

E公共施設案内・
予約システムとは
自宅の電話やパゾコン

から公共施設の空き状況

の照会や利用予約ができ

るンステムです。

仲間同士で文化活動や、

スポーツ活動の打ち合わ

せのとき、その場で、

話して空いている日

認、聴が決まればすぐ予

約。とても世利です。市

内3か所にある 「

機からも照会や予約がで

き、使用料白銀行口座振替もできます。

.システムの利用には

事前に登録が必要です
あらかじめ利用者として壷録が必要です。公民館や体育

館などの施設に畳録申請書が用意してあります。運転免許

証等の身分証明書と印磁をご持番のうえ聾録してくださL、。

銀行口雄振替を希望されるかたは、口座届け出印もご持書

ください (利用方法 ・畳録手続き白方法は 「広報J4月1
日号にも伺載されています。ご監くださL、)。

マ問い合わせ 公共施設車内 ・予約センター (情報推進課-

Eゆ6760)

-A・

『ウィークエンド・リサイクルJ拡大

資源回収にいっそうの協力を/
自治金の資雌回収とは別に、次回脂舗で 『資甑ごみ (古

紙・古布 ・びん ・缶)Jの回収をLています。ご利用くだ

さL、。

.聾月草2土曙田実施

ところ 西友秋和庖、 A'COOPコア塩田山

と き 午前10時~正午(実施日 B月白日出、 9月13

日也、10月II日出、llJ'l8自由、 12月13日出、
1月10日ω、2月14臼也、 3月14日出)

.聾月草4土曜日軍施
ところ ジャスコ上回脂、しおだ野ンョッピングセンター

とき 午前10時~正午 (実施日 8月23日(封、9月27

自由、 10月25日出、II月22FI出、12月27日出、

1月24日也、 2月28日出、 3月28日廿j)

マ問い合わせ 環境業萌課 (~0666 )

[3] 広喜Fラj{，!i!9.8. 7 
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事 業計画概要



り市民のつどい
健鹿は、長い人生を楽しし豊かに暮らすための、かけ

がいのない土台です。その基本原則は、「童生活J(栄聾)

「運動」・ 「休葺」です。その中町、「運動」は体力を

つくると同時に、成人病予防の役割もあります。また「運

動Jは仕事や日常の生，舌から心とからだを解き放してくれ
る魅力にあふれ、健車づくりゃいきがいづくり、仲間づく

りにも最適です。

つどいを機会にむもからだもリフレッシュしませんか。

健康づく
いきいき生きる
~広げよう
運動の輪

健康の輪~

惇健補導員08会による
ソーラン節・太極拳

講壇

(順天堂大学スポーツ鍵贋科

学部教授・武弁正子さん)

閉会

《午睡》

1 ，00 

30 

~市民会館~

開場

開会式

体験量表

横診のPR等

マカレナダンス

惇鍵補導員による劇

畳宣

.スケジュール
《午前》

9 ， 30 
10 ， 00 
10 ， 20 
10 ， 50 
11 ， 05 
11 ， 20 
11 ， 50 

3 ，00 

日常生活にうまく運動

を取り入れているかた

の発表です。

.体験発表

-マカレナダンス
今年は新しいダンスです。

さ晶、みんなで踊りましょう。

自分の品、き方を振り返ってみま

せんか。

申し込み先;"150名織に健康的な

書き方を教えます。

t>申込期目 8月1日から8月20
日まで (当日由市し込みはできま

せん)

t>申し込み先健康推進課唖ゆ4

100 (困1625)、画@82

441直通)
t>草合場所上岡市民体育館

詰H~ し込みをされたかたには、陸

自詳しい内容をお知らせします。
阻 元労lE
Iずす司戸...... アコ・・

『ぬくもり』

突然、家で介護すること

になったらあなたは 。

.健康広場

の / ズ介〈健健
健童・護す康康
鹿直結用日相に
秒コ核品 J 談開
断 lコの1コT
.ナ l展ナ|る
相 lナーl壬 ψ

殴 / lfj/11 
.臨/放介 / ナ
歯床骨射護栄Jて
み横髄線実聾ぎ
か壷パ コ漬相っ
きコン lと談し
指 lクナ相コり
導ナコ l談|で
1. T /'おナ1;
/ナ エ よ 1 0 
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北
陸
新
幹
線
が
川
月

l
日
に

開
業
す
る
の
に
合
わ
せ
、
上
団

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は

「
花
の
生
産
振
興
と
活
用
」
を

目
的
に
、

「
上
聞
地
域
の
花
」

で
新
幹
線
車
両
を
飾
る
事
業
を

始
め
ま
す
。

J
R
の
列
車
の
車
両
内
に
花

を
飾
る
こ
と
は
、
全
国
で
も
初

め
て
の
こ
と
で
も
あ
り
、
上
回

地
域
の
花
を
全
国
に
情
報
発
信

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

お
お
ぜ
い
白
か
た
白
書
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
包
括

・
フ
ァ

ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

マ
募
聾
期
間

8
月

1
日
働

1
8月
お

日

開

マ

対
畢
者

上
田

・
小
県
地
域
に
居
住
ま
た

は
勤
務
し
て
い
る
か
た
マ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
時
間

午
前

9

時
こ
ろ

l
午
後

1
時
こ
ろ

(月

に

1
1
2
回
程
度
。
応
募
人
数

に
よ
り
回
数
は
変
更
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
)

マ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
内
容

新
幹
線
車
両
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r記念1
i講演」

心
も
か
ら
だ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

は
つ
ら
つ
家
族
の
健
康
づ
く
り

ス パ急そぱく 動 三
テ講イぎれなて時」本武
ツ証ijス足にエも聞を住井
プををで腕ア、は長の先
高聴き歩をロ歩な年ひ生
いかく大ビくく指とは
めてせときクこと導つぶ
ま他てかくスともしで出
し康みち娠にが、てあ竺
よへまよるなも場きる f
うのせっとりう所ま よ
。ワんとかまりはし「ツ

巡白ンかス、すつなた
。。。

お茶の水女子大学文教
育学錦卒業 (昭和35年

、体育学専:女〉現在、
瀬天堂大学教授。かた
わら東京都スポッ
復興審議会委員 東京
都生涯学習復興審鑓会
委員なとを兼ね、テレ
ビ出演も多数 ・
著.等 「ヱアロピコ 武井正子さん
ク体操Jrンェイプア

(順天堂大学スポーツ
ップ女性尊科J(訳)

健康科学部スポ-'')科
なと

学科教授)

21世紀を目前に信州は今どのように変化しつ

つあるのか。また、信州の魅力ある地域づくり

にとって、これから何が必要とされているのか。

各界白オピニオンリーダーの提言を聞きなが

ら、事加者と意見交流し、新時代へ向けた地域

の調和ある尭展・住みよい郷土づくりを考えて

いく機会にしていただくため、 r2l世紀地域づ

くりシノポジウム』を閥備します。奮ってご書

加くださL、。

・主憧 21世紀地域づくり実行委以会 (建設省
関東地方建設局・長野県・上田市)

:とき 8月30日(土)

午後 1時3日分-4時30分

文化会館ホール

&Il蓋蓮D a 
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拳
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導
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補
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・

健
に
節

保
会
ン

• 
うたに合わせて体を動

力、しましょう。

ところ

uv 
〆、、づ

ン

ち

h

ち
ま

川
ま
の

わ
る
携

~
あ
連

日
小
力
域

内
叩
魅
地

• 
• 

.プレゼント
先着1300'邑僚に軽量と記念品を

差しよげます。

ζ家族みなさんでお出かけくだ

さL、。

.バザー
心のこもった手作り作品です。ご協力を/

出品グループわっこの金/上田Lいのみ国/山

びこの軍/宝池和順園/五+大会/上田ひもろ木

園/ひまわり号を走らせる信州上回実行垂員会

• パネリスト

小幡純子さん(上智大学教授)

堤道子さん(県豊観審議会委員)

構内房寿さん(信ilI毎日新聞社論説委員)

佐藤信秋さん(建設省道路局企画課長)

太田柳ーさん(県土木部長)

竹下悦男市長

コーディネータ

横島庄治さん

(元NHK解説主幹・高崎経済大学教授〕

.信州の道パネル展開時開催

.問い合わせ 管理課 E硲 5125 (直通)

• • 

へ
の
花
田
飾
り
付
け
と
連
蝿

マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
町
場
所

長

野
駅

(交
通
貨
な
ど
は
支
給
)

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
田
市
内
岡
林
諜

(困

1
4
5

3
・
同
開
閉

4
1
0
0
)

市政テレビ番組

『ふれあい上田』
今回は7月13日聞に11われた 『岳の晒』と、 8月9自由 ・
10日間に行われる 『商サ、ット』を取り上げます。

8 月 23 自由午後4時~4時30分

信越放送(SBC)で放映予定

7 8 広喜Fラ;f.1.19.[5] 



噌
野
前
越
か
ら
中
野
方
面
を
温
む

【

• 
中
野
は
塩
田
平
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
よ

因
究
通
引
所
線
「
塩
回
町
」
「
中
野
」
の
ニ
駅

が
地
区
内
に
あ
リ
ま
す
。
「
塩
田
町
」
駅
付
近

に
は
塩
田
中
学
校
、
中
塩
園
小
学
校
、
上
田
市

役
所
塩
田
支
所
、
塩
田
解
技
会
抽
出

・
公
民
館
、

病
院
、
商
庖
な
ど
が
あ
リ
、
昭
和
叩
年
頃
か
」
ワ

中
野
は
い
ち
じ
る
し
く
都
市
化
が
す
す
み
ま
し

た。
こ
の
地
に
は
大
昔
か
句
人
が
住
み
穏
を
作
っ

て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
追
朗
沢
川
流
域
の
和

手
、
久
揮
、
韓
冶
屋
敢
な
ど
か
り
は

3
世
紀
噴

〈
弥
生
時
代
後
期
)
の
住
居
跡
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
和
出
遺
跡
に
は
弥
生
時
代
か
ら
止
の

古
墳
時
代
へ
、
そ
し
て
奈
良
、
平
安
時
代
へ
と

長
い
あ
い
だ
に
わ
た
リ
佳
居
の
あ
っ
た
こ
と
が

尭
掘
調
査
で
わ
か
リ
ま
し
た
。

こ
の
遺
跡
か
」
つ
は
た
く
さ
ん
の
土
器
が
出
ま

し
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
稲
穂
を
摘
み
取
っ
た
石

t 

【61

3
4
野
伊
勢
d
p
A秒
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河
川
叶」

軽
自
動
車
世
に
つ
い
て
鞍
え
て
く
だ

R
M
じ
さ
い
。

『
川

]

経
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
現
両
は
、

「

μ」
大
き
く
分
け
て
四
輪
、

三
輪
の
軽
自
動

車
、
パ
イ
ク
、
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車

(盟

務
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
)
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
車
両
の
極
類
や
排
気
量
に
応
じ
て

税
額
が
決
ま
っ
て
い
て
、
所
有
者
ま
た
は
出
用

者
に
納
め
て
い
た
だ
く
の
が
軽
自
動
車
税
で
す
。

円
引
}

課
税
の
基
準
日
が
あ
る
と
聞
き
ま
し

一

i
-た
が
い
つ
で
す
か
。

一

h
}

軽
自
動
車
税
は
毎
年
4
月
1
日
現
在

「

M
』
の
所
有
者
ま
た
は
、
世
用
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
納
役
は
年
l
回
、
納
期
は

5

月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
庸
車
の
手
続
き
を
し
な
い
で
い
る
と

い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

『
叶
叫
-
1
2
5
目
以
下
の
パ
イ
ク
を
譲
っ
た

円

1
l-
り
、
も
司匂
っ
た
り
、
廃
車
し
た
い
の
で

す
が
。

-
h
一

バ
イ
ク
を
語
っ
た
り
、
も
ら
っ
た
り

「
い
ピ
す
る
場
合
は
、
理
方
の
印
量
を
押
し
た

誼
控
恒
明
書
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
市
外
の
人

に
誼
る
場
合
、
市
外
の
人
か
ら
も
ら
う
場
吾
俗
、

市
役
所
の
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

車
車
を
す
る
場
合
は
、
窓
口
に
来
る
か
た
の

印
置
と
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。



-車内図 {一部)

石ノ森高画館・《《Ad、《《，
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包
丁
や
、
石
雌
、
石
斧
な
ど
の
農
耕

・
工
作
具

も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
塩
田
平
は
車
信
地
方

の
弥
生
文
化
の
中
出
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
野
町
各
遺
跡
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
と
官

え
ま
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
町
中
噴
か
」
ワ
は
稲
作
の
ほ
か
に
養

吾
輩
も
広
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

宝
水
3
年

(
7
0
6
)
に
は
、
「
後
吾
に
適

し
た
土
地
で
は
な
い
の
で
要
は
闘
っ
て
は
い
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
少
し
は
嗣
う
者
も
い
ま
す
」

と
微
妙
な
言
い
方
で
上
回
藩
へ
報
告
し
て
い
ま

す
(
「
中
野
村
差
出
帳
」
〉
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か

」ワ
1
7
5
年
桂
町
明
治

間8月23日出
~ 9 月 15 日 明)
メディアランドUEDA
tよ国市マルチメデeア情緒センター}
一般/大学生 500円
小・中 ・高校生 300円

き

.ところ

.と

一全F そ鑑盟ぷ.-

「ザイポーグ009Jなどの作品
で知られる、当セノターの名4書館民、
マン ガ車由石ノ轟章太郎さんの11品
白原画肢を行います。その他、著名マ

ンガ家45名によお祝い扇コーナー、
キャラクター&盤汁-i商コーナー、

オリ ンナルグッズコーナー、会場限

定プリクラコーナーなど盛りだくさん。

・記念サイン金

8月23日出午佳3時~
8月24日旧午前10時~
、，各国先着100名、ポスター (300円)にサインします。
.問い合わせ 上聞市マルチメディア情報センター

(回国語1000・困@1010)
URL = http: www.umic.ueda.nagano.jp 

-入得軒

上
回

六らシ
花か詩
文も3
ん l
ク
の
愛
称

決
定

同
年
に
は
「
男
九
十
八
戸
、
最
長
を
輩
と
す
。

女
百
一
人
最
を
助
け
畠
食
事
を
な
す
」
と
戸
長

が
県
へ
報
告
し
て
い
ま
す
か
旬
、
現
揮
に
穫
畢

が
畠
ん
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
リ
ま
す
。
生
産

さ
れ
た
生
糸
は
『
横
浜
へ
輸
出
」
さ
れ
、
よ
図

軸
な
ど
は
「
よ
園
町
へ
販
売
す
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
(
『
長
野
県
町
村
誌
』
)
。

明
治
の
唖
、
中
野
か
」
ワ
上
回
へ
の
道
を
「
上

回
桂
来
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
幅

5
尺
(
約

-
5
メ
ト
ル
)
の
肺
い
道
で
し
た
が
、
生

糸
や
よ
回
紬
が
運
ば
れ
て
行
く
そ
の
遭
は
、
村

の
輔
の
遭
〈
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
)
で
も
あ
っ
た

の

で

す

。

〈

平

野

勝

重

〉

匡司今
年
1
月
に
制
定
さ
れ
た
『
上
田
市
ン
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
」
の
宜
祢
は
、
応
募
総
監

1
1

7
過
の
中
か
ら
、
よ

m市
ン
ン
ポ
ル
マ
ク

辿
引
委
以
金
に
お
い
て
厳
正
な
る
審
査
を
緑

て、

『
六
花
'X
』
(
ろ
っ
ー
か
も
ん
)
に
決
定
し

ゅ
志
『
し
ゃ
~
。

霊
祢
の
命
名
者
は
、
市
内
中
之
主
に
在
住

の
向
井
み
さ
き
さ
ん
。
高
井
さ
ん
は
、

「
y

ン
ポ
ル
マ
l
ク
は
、
そ
白
ま
ん
ま
花
に
な
っ

た
六
文
銭
の
よ
う
」
と
い
う
理
由
で
応
募
さ

れ
、
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

ン
ン
ボ
ル
マ

1
ク
は
、
上
回
白
知
名
度
向

上
や
地
場
産
量
の
振
興
自
た
め
に
、
上
田
市

と
上
回
商
工
会
犠
所
が
制
定
し
た
も
の
で
す
。

司
什
」

手
続
き
を
す
る
場
合
は
車
績
に
よ
勺

RM
じ
て
通
う
の
で
す
か
。

「
J
U
1
2
5
目
以
下
の
原
付
パ
イ
ク
と
小

r
k国
特
殊
白
動
車
の
下
続
き
は
、
市
世
所

後
穆
盟
、
堪
図

・
川
西
・
世
世
車
問
で
取
り
鍛
勺

て
い
ま
す

.
uぉ
、
1
2
5
出
を
超
え
る
パ
イ

ク
、
四
鎗

・
三
鎗
の
U
H
自
動
車
の
手
続
き
は
、

長
野
県
向
車
用
自
動
車
協
会
上
小
支
部

(同盟申

1
7
8
5)
で
取
り
世
勺
て
い
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
役
務
理

{
8
1
2
8
5
・
1

2
8
6、
直
油
田
@
5
1
1
5
)

Ib==> 

【7】 1 8 

今
桂
は
、
霊
称
を
含
め
た

P
R
を
し
て
寄
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
シ
〈
ホ
ル
マ
l
ク
使
用
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
市
商
工
課
(
回
鎗
D
3
9
5
)

ま
た
は
、
上
回
商
工
会
議
所
(
胴
窃

4
5
0

0
)
へ
お
願
い
し
ま
す
。

I1iI8ラ左足:t9



情報
第3固上田市邦楽コンサ 卜

ザ邦楽 in上回城
長野オリンピフク文化芸術祭怠カ".業
上聞城檎門前で第3回上山市邦楽コンサー
卜が開催されます。鈍い互の一夜、古峻の跡

で!1lol!にひたり一成としてみませんか。また、

丸子町でも開催されます。・8月10日{日}午後7時-8時30分
マところ 丸子町全芳院 守演奏者 尺八

ジョン ・海山 ・ネプチューンさん、琴 誼辺

華子さん・8月11日開午後7時-8時四分
マところ 上田城跡公聞 ・樹吋前特設ステ

ジ マ演奏者 尺八山本郊山さん石垣柾

山さん、琴井原潤子さん

.問い合わせ 観光臨 (~1421 、 142
2) 

『こどもごみ探偵団』
さあ みんなで考えよう

世の中にあかれる ごみ ごみ ごみ

どうしたり 「ごみ』にならないのかな

「ごみ』になbないものをさがしに行こう

bとき 8月II日開午前10時~午後4時ζろ bところ 信州ジャ
スコ上回庖前駐車場集合 1>対象 小学佼4・5.6年生 1>持ち
物お弁当と 100円 1>定員団名 (先省顧) 1>申し込み問
い合わ営 環境業務際 (圃ゆ0666)

あつまれ/

「し
な
の
鉄
道
」
で
は

社
員
を
募
集
し
ま
す

••• 
し
な
の
抵
道
で
は
、
来
年
度
保
則

自
社
口
を
改
の
と
お
り
事
鼎
し
ま
す
。

マ
採
用
内
容

官
業

3
名
程
度

マ
畳
験
責
格

昭
和
岨
年

4
月
2

日
1
昭
和
白
年

4
月

1
日
生
ま
れ
の

か
た

マ
賦
駿
日

1
次
試
験

9

月
幻
自
問

(
2次
試
験
は
日
月
中
旬
)

マ
畳
験
申
込
書

し
な
の
酷
道
総

務
縦
(
圃
0
2
6
1
2
3
5
1
4
7

0
0)
か
市
交
通
対
賢
一却
に
あ
り
ま

す。

マ
畳
験
申
し
込
み

8
月
1

日
幽
1
同
羽
田
剛

「交
通
災
害
共
済
」
加
入

手
続
き
は
お
早
め
に

••• 
平
成
9
年
度
交
通
史
容
共
演
会
員

を
務
聾
し
て
い
ま
す
。
生
活
現
境
線

各
支
所
で
陥
時
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
万
一
の
場
合
に
備
正
、

お
早
め
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

マ
会
費

5
0
0円
マ

問
い
合

わ
せ

生
活
環
境
蝶

8
1
3
9
0)

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

わ
ん
ぱ
く
広
場

「
夏
の
遊
び
を

し
よ
う
/
」

-
と
き

8
月
四
日
出

時
加
分

i
午
，
川
口
時

-
と
こ
ろ

南
部
保
育
刷

.
対
量

未
就
園
児
と
そ
の
親

-
定
員

お

組

(
2歳
以
上
向
き
)

・
a申し
込
み

南
部
保
有
闘
内

・

相
談
室

(
胴
窃

3
0
9
6
)
ま
で

.
持
ち
物

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
又
は

牛
乳
パ
ッ
ク
(
ど
ち
ら
か
一
っ
て

午
前
9

勤
労
膏
少
年
ホ
l
ム

各
務
鹿
に
ご
参
加
を

••• 
マ
対
象

事
業
所
な
ど
に
勤
務
の

お
歳
ま
で
の
か
た
マ
回
数

各
講

座
と
も
ロ
回

マ
白
申
し
込
み

8
月

初
日
制

1
同
幻
目
的
に
、
畳
抑
制
を

添
え
て
背
少
年
ホ
!
ム
(
消
防
本
部

前
)
ま
で
ど
う
ぞ
。
屯
話
で
白
受
け

付
け
も
し
ま
す
。

マ
畳
付
時
間

午
桂
零
時
初
分

3
9時
(
日
曜

・
祝

日
は
休
館
日
)
マ
料
金

受
講
料

1
8
0
0円
、
利
用
者
協
議
会
費

5

0
0円

マ
そ
の
他

各
講
座
と
も

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

マ
問
い
合
わ
ぜ

勤
労
背
少
年
ホ
ー

ム
倫
窃
7
1
1
7
)

.車内図

【818. 広喜Fラ~!irg
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講座名 哨n )9/ 11¥1 jj::1l 材特貸さ事

科哩f(* JI 9 8-12 15 l'人 材判5.00{l1'J阻!!r.(12/iil玉川
制哩 教 可夜 火 9/9-12 02 l'人 材料5.0凶1'1純度112自分}

制哩盈宝 水 9 10-11 26 18人 材科主刷加円程度11剖司分)

.(l f;t !t般車 水 9 10-11 26 18人 半巾僻 .n物

絵画教室油絵 本 9 11-11 2i 20人 詳細"、.ームへ

初級英会蹄敏議 火 9/9.....12/2 20人 テキスト代(3.0001'J)

7ラ'-7レンン"ト 金 9/12-12 5 18人 征代u開Fl.度11圃}値0Hnft

.9月開鴫構座

英会陪午後7時-8時.
その他の情座 午後e時四分-8時30分

九活動時間"



第 2団信州爆水RUNin依田川

「大地を駆け抜け、 111を潤す水を肌で感じるJ
~川の中のかけっこ~夏休みの思い出に

マとき B月178但畳け付け8，30-9，00、閉会式9，3仏
スター ト10， 00、閉会式14，00 'vコース 鉄人コース (依図川
8キロ)タイ ムトライアル制、フ ァミリーグループコース (内村
川4キロ)指定タイム制 V書参加輩格 鉄人コ ス 中学生以上
2000円、フ ァミリーグループコース 小学生以上1000円
(l名〉 守問い合わせ 丸子町体育臨 (血@22 5 0) 
※当日受け付け可

夢
幻
地
域
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
/

••• 

ぐ]

ゆ
た
か
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

マ
テ

l
マ

『
や
る
気
』
(
サ
ブ
タ

イ
ト
ル

『柑
地
し
ろ
ノ
こ
の
粗
い

6

マ
と
き

9
月

5
日
樹
、
日
日
出

マ
と
こ
ろ
北
佐
久
郡
立
科
町
欝

科
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ほ
か

マ
書

加

者

約

5
0
0人

マ
費
用

2

日
間
と
も
書
加
で
描
泊

9
0
0
0

円

(宿
泊
費
、

2
日
日
朝
古
代
等
吉

む
)
、

1
日
目

白
み
白
書
加

3
0

0
0円
、
体
験
ツ
ア

I
害
加
希
望
者

は
、
プ
ラ
ス

1
0
0
0円

マ
閉
し

司各
界
轡
層
別
育
隣
組
炉
瞬
島
匹
目参
湖
者
募
集

市
で
は
、
広
く
各
界
各
屈
の
市
民
の
意
見
を
聴
き
、

市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
各

界
階
居
別
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
止
の
日
程

で
関
係
団
体
等
と
の
惣
談
会
を
行
い
ま
す
が
、
市
政

に
関
心
を
お
持
ち
の
か
た
も
多
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
参
加
者
を
公
募
し
ま
す
。

こ
の
各
界
階
層
別
市
政
懇
談
会
は
、
今
回
掲
載
の

区
分
の
ほ
か
に
、
国
境
衛
生
市
民
生
活
開
時
者
の

区
分
に
よ
る
懇
説
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
(
今
挫
の

日
程
等
は
、
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)。

参
加
を
希
望
す
る
か
た
は
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
屯
話
で
、

①
住
萌
@
氏
名
③
電
話
番
号
骨
書

加
希
望
日
⑤
市
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
、

8
月

日
日
制
ま
で
に
市
役
所
総
轡
盟
(
〒

3
8
6上
岡
市

大
手

l

u
!
日

間

窃

3
4
3
品
開

VE--)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

E孟謹温温凶幽凶猛溢謡語語道祖・・・・・・・・

会議室

崎弘所

8月19日対午後11.]割分 11..業関 係 省11支術研修センタ

団体等 (区分〉目的

8月218側q後l時30分|教向 関 係者[畑泡館コ、ュニティーホール

8月初日刈午後1B，~30分|保健福祉関係者|創造館;l ! ".ユテ 4ーホール

丸山晴代ソプラノリサイタル
.8/21T村
.よ田市文化会館ホール

.入場料 一般1.000円、高校生以下500円
・主催 上沼市、上i沼市教育蚕n会、上沼市文化自H~.:t纏進'1'貝会

.プログラム

ンュ ベルト 「ます」、「音楽に寄す」ほか
プラ ムス 「セレナデ」ほか

日本歌幽 「浜辺の歌J、「荒城の月jほか
リヒャルト ・yュトラウス 「献呈」、「万霊節」ほか

E問い合わせ 文化認 (mSl舵〉
鴎プレイガイ ド
よ函奇震、琴光盆、文化会館、市民会

館茜館公畏館 域南公民館 よ野が

丘公民省、1la公民館、川西公民館
文化"

込
み
締
め
切
り

8
月
日
日
制

マ

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
企
画
課

(困
1
2
2
2〉

電
話
加
入
権
を
公
売

希
望
者
は
ど
う
ぞ
/

••• 
市
脱
等
由
滞
納
処
分
に
よ
る
、
電

話
加
入
備
の
公
売
を
次
白
と
お
り
行

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

パ

ソ

コ
ン
通
信
・

F
A
X
で
も
う

一
回
線

欲
し
い
か
た
、
新
居
を
榊
え
る
予
定

自
か
た
、
よ
り
ま
く
購
入
し
た
い
か

た
は
、
ぜ
ひ
ご
害
加
く
だ
さ
い
。

マ
と

き

日

月

目

日

附
午
前

9
時

叫
分
か
ら

マ
入
札
時
間

午

前

叩

:臨且忌副主主車皐圃圃圃圃圃圃園田園・

開場6:30p.m開演7:00p.m

時

i
午
前
日
時
叩
分

(入
札
に
つ
い

て
の
説
明
は
午
前

9
時
岨
分
か
ら
附

始
)

マ

と
ニ
ろ

市
役
所
南
庁
舎

5
階
第
三

・
回
会
議
室

マ
方
法

競
争
入
札

マ
台
数

当
日
決
定

マ
広
告
場

所

市

役

所

、

各

支

祈

マ
入
札
事
加
者

印
鑑
持
害
で
本
人

が
害
加
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理

人
が
害
加
さ
れ
る
場
合
は
、
本
人
自

箪
の
委
任
状
(書
式
は
任
意
)
と
代
理

人
本
人
白
印
鑑
が
必
聾
と
な
り
ま
す
。

マ
モ
の
他

公
売
当
固
ま
で
に
、

滞
納
者
が
市
説
な
ど
を
完
納
し
た
場

ム
口
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

マ

問

い
合
わ
せ

収
税
課

(8
1
3
0
1

1
1
3
0
3、
直
週
間
窃

5
1
1
7
)

.プロフ 4ール
1979年よ図録谷丘高等学"... 
1987年東京芸術大学大学院オペラ科
修了

ドイ yパイエルン園"・"開織
に正合唱団員として入団

1991年

ー

一不
周
偏
に
怠
っ
た
も
の
、

一
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一

↑生
活
環
焼
諜
(
内
線
1
3
9
一

一G
)
へ
ご
適
絡
を
。
一

不
山
口
聞
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
創
刊
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
添
く
だ
さ
い
。
畳
録
酬
明
聞
は
6

か
月
聞
は
そ
の
ま
ま
を
録
し
ま
す
。

マ
ハ
ン
デ
ィ
ー
掃
除
機

マ
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド

マ
ベ
ビ

1
パ
ヌ

マ
屯
話

機

マ
湯
沸
か
し
器

マ
パ
イ
プ
ロ

フ
ト
ベ
ッ
ド

マ
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
ン

ン

マ
剣
道
防
且

マ
ベ
ビ

l
ダ
ン

ス

マ
ロ
ン
グ

コ

ト

(存
秋
川
)

マ
犬
小
口
健

《中
型
犬
川
)

マ
網

戸

マ
彫
刻
刀

マ
編
み
機

マ
和
服
・
毛
糸

(手
書
に
使
川
)

マ
大
正
琴

マ
食
器
開

マ
鹿
ド

す

マ
三
鎗
車

マ
市
立
園
児
服

(L
S
Hサ

マ
2
人
乗
り
ベ
ビ
ー

カ
ー

マ
積
み
木

マ
子
ど
も
問

(叩
叩
23
)

マ
屯
子
レ
ン

y

マ

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

マ
扇
風
機

マ
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
メ
ー
カ
ー

マ
問削除

俊

マ
自
転
車

マ
ガ
ス
レ
ン

ν

マ
二
段
ベ
ッ
ド

マ
介
護
問
ベ
ッ
ド

マ
学
習
仇

マ
食
点
テ
ー
ブ
ル

マ
応
銭
セ
ッ
ト

マ
鍛
理
タ
ン
ス

マ
卓
球
台

マ
ス

キ

セ

ッ
ト

(1

3
0
1
1
4
0
叩
)

マ
ホ
ワ
イ
ト

マ
鳥
か
ご

オミ

ド

圃

1 8. 広寂ラ左足ず9【91



助産婦 ・看護婦を募集します

上岡市産院ではパートの助産掛宥瞳鍋を募集します。

マ採用人員若干名 マ年齢 25鍛-45歳 マ勤務体制

2克代制 7時間帯停 日動 8 ，30-17 ， 15、在動 16 ， 30 
-9，30 (なお、時間41?などについては相談に応じます。〉
マ面後期間随時 (事前に連絡してくださL、。) 守必要

.掴 ①眉歴書 ②賢絡証明書 マ問い合わせ 上岡市産院

(直陸軍15 7 3) 

i

l

 
E匠如762

月日 悩 し |開演時閣 入嶋 問い合わせ

'/6 畳野県宇佐合唱大会
上回

12却 ..制 第三中牢控
司伺 東慣7ロ，>

@1622 

21 
ども劇場低牢年鑑賞例会

会員券
よ図

側
「ヱルマ『と 18:30 

必要 子@ど4も7劇a
"び毒のり申う」 56 

.二の丸1.'上田市民会館

E拒lIJ7回.材木町1-2-3上田市文化会館

!ft 12回長野県
ピアノコJタ Jレ

からたち合唱団

おし。べりコ Yザート

> 

都
市
計

画

マ

ス

タ

ー

プ

ラ

ン

策
定
が
始
ま
り
ま
す
/

••• 
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、

お
お
む
ね
初
年
挫
の
ま
ち
白
将
来
臨

を
具
体
的
に
描
き
、
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
、
土
地
利
用
計
画
や
道
路

計
画
を
変
更
し
て
い
く
た
め
の
指
針

と
な
る
も
の
で
す
。
住
民
白
皆
さ
ん

の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
並
向
を
反

映
し
な
が
ら
、
約

2
か
年
で
取
り
ま

と
め
て
い
き
ま
す
。

セレ誌記i1

サンテラスホル

E渇3700

丸子町文化会館
夏休み子ども映贋金

r I 0 1 J 
ワン，ワ/.ティズニ恥

市
で
は
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聴
き

す
る
た
め
、
次
号
白
広
報
で
ま
ち
づ

く
り
に
闘
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
(困

1
5
2
5)
 

家
庭
で
進
め
よ
う
/

賢
い
夏
の

「省
エ
ネ
」

••• 
8
月
1
日
は

「耳
申
省
エ
ネ
総
古
川

検
由
日
で
す
」

地
球
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
、
限

り
が
あ
り
貨
霊
な
再
H
Wで
す
。
今

一

度
身
の
回
り
を
凡
直
し
、

一
人
ひ
と

り
が
無
駄
の
な
い
上
手
な
使
い
か
た

を
心
が
け
省
エ
ネ
に
罫
め
ま
し
ょ
う
。

・
家
庭
で
で
き
る
夏
の
省
ヱ
ネ

①
窓
側
に
は
日
除
け
工
夫
を
し
よ
う
。

朝
顔
、
ヘ
チ
マ
概
な
ど
の
植
物
や

カ

テ

ミ

ブ

ラ

イ
ン
ド
、
す
だ
れ
な

き@効ど @ ②すど 「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一i寸t語車白雲室長 。叶 同 所 鍋〈婦人暗 榊町 1-2-2 酌 29 8 8) 附 象市内酷 醐 「?!
議の消湯温這 使 !のかた 開 館料 桝[テキスト・酬代陪実費) J>託児 2・-，. ヨ巳 U
fg盤草壁品品 号1・削鴫酌ど (定員 留袖教室崎、そ叩暗) I3r 
ま聞を器 、℃節 太 II " • 銅 目 .踊 l 肉"闘し温み ~ <1l 

t官主皇tEE 壁!I生活刊2し|品せ払 1"'プffLthん悼の中に第りを |詑u了 家
宇野 tE RZT 引 |現にもす矧 品22Z|間帰国鵬還合会rrL1町制緩刊凶に 1:qE|メ
に消"-I~ 冷 / 主 ぇI1EL'L t|TZJZLTTl目時十?♂'r1t|人工呼吸叫酢 什 421リE|ヂ
自空 》向車 5 11lTff号153|11f411rim女乎ZT231里Yp--の世保 !~引 I ~
し大置な%ま II冒 禍 a…"T1H肘 rLHん|払官脱 出 |、| 霊

主催醐刊し込開 明閉山恥叩川人晴ヘテキスト側代を添えて、直9肌込んで〈 ! 
L..5.主と i里呈主主m，~.:.!i..~星.!:L ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ーーーー」

広喜Fラ;t!.f9

圃主催腸座

..'"名 胃倣 時間 曙自
日程

..師 定員
テキスト

内容

'" 10" 11月 "周 1月
相料代

中国崎 " 18却 ~却叩 ホ
3.10. 1、s‘ 5‘IL 3.11 .渚.. 

20 ...描円
中国置の

11、" "君、買 11.21 さん 轟櫨踊庫

蝿土の料理 1川D 13:3日-15:30 本 a‘11 2、" a 、初 4、11 • •• 山上恵費 23 5，150円 .土の特産品さん を使った料理

置付け " 18却 -20却 本
4、11‘ 2‘曲、 6、" 4、11‘ 福島憧手

30 1，150円
和服の知圃と

渇 " 調 附 さん .，裏

手 医 B 10咽叩 『 ロ ∞ 土 4.1L 1 .1S， 椙壇庫史

" 4ω門 平話入門
笥 n さん

【10l1 8. 

中
広
l
v
ょ
z
っ
。

企
品
目
出
し
入
れ
は
手
短
に
/

⑤
お
ふ
ろ
の
上
手
な
利
用
を
考
え
ま

し
ょ
・っ
。

亙
は
午
前
中
に
水
張
り
を
し
て
入

浴
時
間
を
考
え
て
掛
か
し
ま
し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
壕
境
蝶

(8

1
3
8
9
)
 



中

村

議

八

赤

阪

同

且

野

笠

奨

江

川

辺

町

荻
原
し
づ
子
常
熊
町

刊

小

体

ゆ

き

干

小

拠

福

弁

経

山

本

町

m

g
u庖
政

調

本

町

高

野

忠

茂

五

加

価

金

児

後

次

郎

小

牧

字

国

宗

雄

踏

入

別

立

川

善

夫

院

内

諸

問

調

市

吉

弘

秋

和

訂

宮

島

郡

治

製

勧

形

啓

阪

は

つ

子

祭

屈

曲

m中
郁

夫

中

古

関

山

鍾

野

間

分

間

。

傾

井

宜

子

川

辺

町

刊

砂

押

志

満

証

平

弁

寺

中
滞
幹
緯
染
口
担
制
日
渡
温
か
め
子
持
之
郷

刷

瀬

川

清

原

町

雌

薄

田

小

取

れ

M
獄
図
忠
太

m動
郎

帥

高

橋

さ

台

小

牧

山
滞
京

-
郎

神

畑

村

内

神

海

幡

仰

上

川

以

柳

町

田

保

盟

弥

三

北
常
邸

中

川

点

三
好

町

れ

亀

山

忠

良

川
辺
町

闘

中

川

畑

樹

木

H
M
n
M

U

側

弁

千

秋

大

掛

印

西

川

半

ニ

材

木

町

師

聞

砲

縫

雨

天

神

町

祢

治

す

み

新

岡

祖

神

図

れ

い

中

古

悶

肝

峯

村

か

努

い

中

組

宮

屈

曲

杏

柳

沢

田

小

体

光

義

上

護

資

制

金

井

腸

川

辺

町

庄

村

ン

ズ

子

大

湯

田

本

開

薦

浦

野

肝

長

谷

川

保

人

岩

下

今
姻
男
伊
勢
山
日
油
大
日
方
登
美
子
侮
が
丘

れ

千

野

菜

治

院

内

須

湾

内

線

川

辺

町

刊

成

問

茂

雄

山

口

帥

牧

野

う

し

千

幽
町

杉
m
E
M什
附

田

象

谷

か

つ

上

菰

田

開

中

家

ナ

カ

減

北

録

原

常

次

郎

東

前

山

叩

桑

阪

菜

子

丸

掛

町

刊

樋
口
忠

な

子

神

畑

繍
沢
照
二
郎

k
川
附
柳
町
帥

a
a
a平
岩

門

別

白

石

笠

利

命

日

升

ミー

はかりの定期検査
取引 ・証明に世用するはかりの定期検査を院のと

おり翼線します。

1>対象区綾城下地回、liI辺・袋岡地区、桝l川地

区(上縮自治会を除く)、神科地区、畳殿地区、暗証

岡地匹、 111西地区、 ILJn円治会 1>問い合わせ 陶
工酷(困1403)
圃実施日程

8~18因調

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

、o---d

〈

7
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
)

、・・
もも
、
ー、
‘
、
4

「，
dv

ゆ村自，省会館

a匝村環樋~・包ンタ ー

よ図刊，，.所計...董賓

~ 

-
ー

mp-
---"」国

』

Fu--z 
= 

『

ー
ー『

"目ω

道
路
を
ま
も
る
月
間

広
く
美
し
く
安
全
に

••• 
日
月

1
日
か
ら

8
月
幻
自
由
一
か

月
聞
は
、
道
路
を
ま
も
る
月
間
、
ま

た、

8
月
叩
日
は
遣
の
日
で
す
。

道
路
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
控
か

に
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
白
で
き
な

い
大
切
な
施
設
で
す
が
、
あ
ま
り
に

身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
重

要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。

市
も
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境

を
保
持
す
る
た
め
、
交
通
安
全
施
怨

及
び
危
険
簡
所
の
占
検

・
報
備
な
ど
、

道
路
環
境
艶
備
に
努
め
て
い
き
ま
す

n D81.~n91~n~n 71 91n~ 8 1 ~n~~~ 

者金村成矢掛依福大坂宵古聞 小叩花中立制議 留
日滞剛河島内田島.本木川口悶悶闘野野!日杉崎
チフ 中た 今

孝氏覧範松ヨ磁渚ミ武 三 政ミろか省事恒w.亀朝
三 佐 ニ リj治ノ好 子 好人テくの太之信宏治 IX

福中 小千 久川中中"川須般本音足大束手上巾傑
幽保辺 辺泊 り築幽小之

闘村良町林町野村山町川町町問 E血地町ぬ条野
nD~M~nMW.71N~~.n~~~nWM 

が
、
市
民
自
皆
さ
ん
も

「
道
路
に
窓

き
缶
、
吸
い
殺
な
ど
の
ゴ
ミ
を
捨
て

な
い
」
「
道
路
へ
広
告
看
板
、
凋
品
、

自
転
車
な
ど
を
置
か
な
い
」
な
ど
、

道
路
を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全

に
利
用
す
る
た
め
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

O
B)
 

し
か
し
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
か

ら
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
，

離
な
場
合
に
は
、
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
す
る
の

は
、
た
い
へ
ん
不
利
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
を
和
白
ー
す
る
か
た
は
、

閏
保
年
金
課
か
各
支
所
の
軍
口
に
ご

相
験
く
だ
さ
い
。

『
明
目
白
あ
な
た
を
考
え
て

年
金
は
あ
江
た
が
主
人
公
で
す
』

.
保
険
料
免
除
の
種
類

①
申
請
免
除

②
学
生
特
別
免
除
(
学
生
の
た
め
の

特
別
措
置
)

-
免
除
期
聞
の
取
り
扱
い

①
年
金
町
畳
給
資
枯
期
間
に
算
入

②

3
分
の

l
が
年
金
制
に
反
映

③
叩
年
前
ま
で
保
険
料
追
納
が
可
能

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
採
(
困

1
3
6
5
、
1
3
6
6)

管
理
謀
(
目

1
5

年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
手
続
お
急
ぎ
を

••• 
国
民
年
金
を
畳
け
る
た
め
に
は
、;
 

保
険
料
を
納
付
し
た
期
間

(保
険
料

;
 

免
除
期
間
を
宮
む
〉
が
お
年
以
上
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
初
歳
か
ら
印
歳
ま
で
の

刊
年
間
保
険
料
を
納
付
し
た
と
き
に
、

防
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

企----------------------------------

)

.

『軍習が伝
ん
で
も
お
か
し
い
写
頃
』

・
表
紙
で
紹
介
し
た
高
の

F
.市
政
テ
レ

乱

配
J

ヲ
て
や
っ
訟
の
か
.
い
や
、
そ
ん
亀
ピ
香
組

『ふ
れ
あ
い
よ
図
也
で
も
、
取
り
ょ
げ

届
後
-
こ
と
も
忽
い
だ
ろ
う
.
ず
ヲ
と
前
か
る
こ
と
に
U
9
た
た
め
、
テ
レ
ビ
局
の
人
た
ち

p
l
¥
ら
そ
う
だ
ヲ
た
の
だ
か
-b
・

と
と
も
に
、
夫
神
昏
に
笠
宮
た
.

一
度
笑
い
だ
す
と
.
ど
う
に
も
こ
う
に
も
止
早
朝
、
山
頂
で
の
抽
何
事
忽
ど
を
収
録
す
る
た

ま
ら
芯
〈
怠
る
・
ほ
か
の
人
に
と
ヲ
て
陪
何
で
め
、
ふ
も
と
か
ら
量
る
抱
一
π
の
自
治
会
長
さ
ん

も
怠
い
こ
と
で
も
そ
う
一
@
お
ま
げ
に
そ
れ
は
突
た
ち
の
後
を
四
繍
駆
動
車
で
追
い
か
M

りた
.

然
や
勺
て
く
る
・
体
じ
惨
一つが

『笑
い
の
つ
ぼ
』

活
発
な
梅
雨
前
織
の
修
・
で
前
夜
ま
で
大

b

悼
の
釦
も
し
れ
な
い
.

繭
。
八
合
目
〈
ら
い
ま
で
階
、
林
道
が
延
び
て

政
擁
し
て
3
か
月
・
そ
の
聞
に
ど
れ
ほ
ど
お
い
る
が
、
路
面
は
爾
で
ゆ
る
み
、
途
中
で
タ
イ

か
し
い
ニ
と
が
あ
っ
た
ニ
と
か
.

ヤ
半
分
ほ
ど
働
か
る
み
に
は
ま
9

て
し
ま
う
こ

こ
の
am
い
だ
、
写
真
の
益
建
を
し
て
い
た
ら
と
も
あ
ヲ
た
.
や
っ
と
の
こ
と
で
山
頂
に
た
ど

突
然
出
て
き
た
だ
れ
か
の
日
の

E
の
写
唱
り
っ
き
‘
そ
こ
で
待
。
て
い
た
光
農
協

・

あ
れ
は
-
体

・『
ど
れ
か
止
め
て
』の
状
簡
に
ニ
れ
か
ら
先
俗
、
8
月
幻
自
に
鎗
映
さ
れ
る

aavた
ニ
と
陪
冨
う
ま
で
も
忽
い
」
っ
か
だ
V

テ
レ
ピ
番
組
を
ご
覧
く
だ
さ
い
.
〔
た併
ゆか
v

1 8 !1i16ラ~1:!91
 
1
 
1
 
1
 

大
星
斎
場
か
ら
ご
遣
核
の
か
た
に
お
願
い
し
ま
す
.
大
星
斎
喝
を
使
用
す
る
と
き
「
心
付
け
」
は
策
止
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
憶
力
を
お
願
い
し
ま
す
・
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.夏休み特別企画パー ト2

t喜笑文庫お披露目記念講演会
bとき 8月10日個午後l時30分から bと二ろ 市立図

書館Z階大会議室 C>UI師 尾崎行也さん C>テマ上岡

市立図書野館所蔵費量コレクショ Jの魅力 C>内容 市立国傍

館には、昨年寄贈された繕笑文雌のほかにも、金国的に有名

な花月文胤や藤rI.文席、そして花奉文庫などがあります。そ

の魅力を紹介します。

休館日句JJj，'.S/4(1仏1llJll. 1初引 25聞
守問船時制 平Il li句 ~ij9時~句後8時初分、

t岨"噸・8/13!*l(率、)iii9時~句後5・8

入場無料

昨年7月にフォーラム 「水と森林を考える」が開催
されましたが、これを発展させた置サミットイン上回

が開催されます。全国各地の寡雨地域などの市町村関

係者が集まり、森林の果たす世割や環壇とのつ忽がり、

また寡南地域の伝統文化についての基調講演やパネル

ディスカッンヲンが行われます。地域の特置と将来を

改めて考える良い機会ですのでご来場くださL、

「生き方を語ろうj
b出i寅者
脊木w子さん(専業主婦の立場か&)
関勇治さん (専業主婦を婆にもつ夫の立場かり)

田中樹里子さん

(働き続けている女性の立掛かり)

小川勝ーさん

(鋤き続けている女性を婆にもつ夫の立掛から)

bコーディネーター 守口興和さん

8月9日也)
別所神社 午桂零時申宇

基調講淡 「水、議林、 大地を考える」

長野県自然保謹研究所長 宮脇昭さん

パネルディスカッンヨノ

「水と轟林文化のかかわりについて」

常華寺 午後5時

南ごいの民話の語り 瓜生需さんほか

纏野池・舌喰池・山図池 午後7時300点火
雨ごい行事 ・百八手

8 

うえだ市民フォ ラム提行委員会

上岡市 ・上回市教育委日会

.問い合わせ 企画課 (厨 1224)

広喜FラX-r.!9"

③関口信雄
バリトンコンサート
マピアノ伴奏

久保図圏実さん

②本音ト ーク

-主催

8月23日出午後零時50分-4時加分
上田市文化会館ホール

-子どものため白

おはなしと絵本の会
bとき 毎月第二土略目 (8月は9日)午前10時

国分かり bとニろ ，)¥*生市立図轡館2階小会
磁室、幼児市立図書館l階えほん釜 C>内容 お

はなしを跨ったり、絵本を臨みます。

圃夏休み特別企画パー ト1
ひ ろ め

嬉笑文庫お披露目展
C>期間 8月5日出-17日脚 bところ 市立回
答館1階C>内容 昨年、図書館に寄附された故飯

島寅次郎氏の収集本「鰭笑文雌」を特別展示します。

寅次郎氏のコレクンョンの中には、明治時代に上回

で出版されたものも数多く含まれ、当時の上聞の文

芸、出瓶事情を知るうえで

たいへん興味深いものがあ

ります。

故飯島寅次郎氏 (度原2
'J'-明治42年)は、上悶町

当時、助役や町Z奏会犠且を
されたかたで、花月文I献で
おなじみの飯島花月の弟に

屯ります。

めたスω守を

『

J
1
4

仙
也

1
I
 

H
U『
大

れ

γ林

'ト
B
b
森

内

J、、、水
品
リ
内

'97うえだ市民フォーラム

園内容

<DI構酒会

「女の土俵、男の土俵」

~性別役割分担について考える~

宝井琴桜さん(女性調談師)

1457) 

主催 オカミサミット実行委只会

問い合わせ 股林課(困1456、

{プロフィ ル〉

秋図県横手術出身。19回

年図辺一111ニ入r'o"69年 5
代目宝弁馬琴門下、内弟子

となり本格的修行開始。

75年女性初の真打ちと怠る。

95年東京女性財聞賞受賞。

古奥だけでなく、現代の女

性問題を楽しく悟る創作鴎

鍛等ユニ クな舞台活動を

展開し、活趨中.

構師

-ところ

き

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
(岡山
⑫
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8
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O
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